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火山噴火罹災地の自然・文化環境復元およ火山噴火罹災地の自然・文化環境復元およ
び復元環境の保全に関する研究び復元環境の保全に関する研究

－通称「アウグストゥスの別荘」発掘を中心に－－通称「アウグストゥスの別荘」発掘を中心に－

A Multi-disciplinary Study for the Recreation 
and Conservation of a Site Covered by 

Volcanic Eruption through the Excavation of 
So-called “the Villa of Augustus”

東京大学ソンマ・ヴェスヴィアーナ発掘調査団
2006
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研究目的研究目的

火山噴火によって埋没した特定地の、罹災以
前の自然環境を復元する

同文化環境を復元する

噴火の過程、埋没の過程を解明する

罹災後の自然・文化環境の復旧過程を解明す
る

上記目的を実現するに必要な調査研究方法お
よび機器を開発する

将来の罹災に対する対応策作成の事例とする
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研究対象地研究対象地

イタリア共和国カンパニァ州ソンマ・ヴェスヴィアーナの
ローマ時代別荘（通称「アウグストゥスの別荘」）および
その周辺

Provincia – comune: NA – Somma Vesuviana
Luogo: Starza della Regina
Riferimento catastali: Fol. 12 – Part. 310
Monumento: Villa di Augusto
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ヴェスヴィオ山周辺 （赤○：当該遺跡）



5Regina Regina StarzaStarza delladella, c.d. , c.d. ““Villa Villa didi AugustoAugusto””



6StarzaStarza delladella Regina, c.d. Regina, c.d. ““Villa Villa didi AugustoAugusto””



7地籍図地籍図
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当該遺跡の位置関係当該遺跡の位置関係
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19321932--3636年試掘時の平面図年試掘時の平面図
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19321932--3636年の試掘によって年の試掘によって

出土した２連角柱出土した２連角柱



1119321932--3636年試掘時のパース年試掘時のパース



12復元図２復元図２
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7979年噴火による年噴火による

流出物の堆積流出物の堆積
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472472年噴火による年噴火による

流出物の堆積流出物の堆積
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発掘調査研究費発掘調査研究費

文部科学省補助金

東京大学特別研究費

民間からの寄付金
– 奨学寄付金

– 寄付講座（前田建設工業株式会社）
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予算予算
予算（支出） （千円）

2006 2007 2008 2009 2010

発掘経費 8,000 8,000 8,000 6,000 5,000

保存修復費 2,500 2,500 3,000 3,500 4,000

調査研究費 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

旅費 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

合計 18,500 18,500 19,000 17,500 17,000

予算（収入） （千円）

2006 2007 2008 2009 2010

科学研究費 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

東大特別研究費 6,500 6,500 6,500

民間からの寄付 7,000 7,000 8,000 12,500 12,000

合計 18,500 18,500 19,500 17,500 17,000

（青字はほぼ確定）
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所要発掘調査研究費所要発掘調査研究費
単年度当たり単年度当たり

発掘経費 約8,000万円

保存修復経費 約2,500万円

調査研究費 約5,000万円

旅費滞在費 約3,000万円

合計 約18,500万円



18発掘初日発掘初日 09/200209/2002



19機械掘削機械掘削 09/200209/2002



20削岩機による掘削削岩機による掘削 09/200209/2002



21開始３週間後開始３週間後 09/200209/2002



22連続アーチ門連続アーチ門 支柱上部支柱上部
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連続アーチ門の支柱連続アーチ門の支柱



24コリントス式柱頭コリントス式柱頭
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宿舎宿舎



26イタリアのテレビ取材イタリアのテレビ取材



27現地説明会現地説明会 0202年年1010月月1111日日
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20032003年の発掘年の発掘



29表土剥ぎ表土剥ぎ 08/200308/2003
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起重機起重機
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修復作業修復作業



32１０月初旬１０月初旬
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発見発見
９月８日９月８日



34９月９日９月９日
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36
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38襞と彩色の痕襞と彩色の痕



39修復後の女性像修復後の女性像



40ディオニュソスの頭部ディオニュソスの頭部
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トルソの発掘トルソの発掘
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頭部と頸頭部と頸部部



4419321932年出土の年出土の左胸・左胸・右腕右腕・・右脚右脚



45一体となったディオニュソス像一体となったディオニュソス像
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修復後のディオニュソス像修復後のディオニュソス像
愛知万博に出展予定愛知万博に出展予定



47連続アーチ門連続アーチ門



48門の南側門の南側



49現地説明会現地説明会



50関係者一同関係者一同
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20042004



52

水道の鉛管水道の鉛管



53列柱と角柱列柱と角柱



54三角破風とニッチ三角破風とニッチ



55２００４年度終了時２００４年度終了時



56三角破風の中央部分（コローナ）三角破風の中央部分（コローナ）



57開口部と三角破風開口部と三角破風



582004/10/82004/10/8
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南側の玄武岩に南側の玄武岩に
よる石畳よる石畳



60ＣＧ復元案ＣＧ復元案



61ＣＧ復元案ＣＧ復元案



62ＣＧ復元案ＣＧ復元案
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64ＣＧ復元案ＣＧ復元案



65仮設の覆い仮設の覆い



662004年末の状況
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愛知万博愛知万博 グロバルハウスグロバルハウス
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